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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成30年４月１日
至平成30年９月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 8,220,324 9,120,911 17,220,651

経常利益 （千円） 240,212 279,681 530,592

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 336,340 190,083 418,221

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 337,117 191,876 418,031

純資産額 （千円） 7,581,240 7,799,630 7,662,154

総資産額 （千円） 13,925,901 14,422,101 14,469,978

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 55.64 31.45 69.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 54.4 54.1 53.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 334,577 441,993 937,533

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △286,029 △160,856 △553,421

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △122,801 △273,016 △359,544

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 994,295 1,101,237 1,093,117

 

回次
第72期

第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

自平成30年７月１日
至平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 11.39 9.68

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．「『税効果会計に関する会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標

等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。なお、当社は平成30年４月１日付で当社の完全子会社である三和精密工業株式会社を吸収

合併しております。

なお、当社グループのセグメントはみがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線事業の単一事業であります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の通商政策及び中東の地政学的リスクなどの懸念要因が

あったものの、政府による経済政策や好調な企業業績により、雇用・所得環境の改善が継続し、景気は緩やかな回

復基調が続きました。

わが国のみがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線業界におきましては、主要需要家である自動車業界の生産活動は、引き

続き堅調に推移いたしました。一方でタイトな需給環境を背景として素材の値上げが実施されましたが、これによ

る収益悪化を回避するべく、当社グループは全社を挙げて収益の確保に取り組みました。

販売面では、新規取引先の開拓に努力し販売数量の拡大に取り組んだ結果、販売数量は63千トンとなり、売上高

は9,120百万円（前年同四半期比11.0％増）となりました。

損益につきましては、販売数量の拡大による売上総利益の増加及び経費の増加抑制に努めました。また、素材価

格値上げに関しては自助努力のみでの吸収が困難なことから、お客様のご理解を得ながら製品価格への転嫁に注力

いたしております。この結果、営業利益は265百万円（前年同四半期比21.5％増）、経常利益は279百万円（前年同

四半期比16.4％増）となりました。なお、前第２四半期連結累計期間においては、完全子会社の株式会社サンユウ

九州を吸収合併したことによる繰延税金資産の計上に伴い税効果適用後の税金費用が軽減しましたが、当第２四半

期連結累計期間は格別の特殊要因がないため、親会社株主に帰属する四半期純利益は190百万円（前年同四半期比

43.5％減）となりました。

 

事業部門ごとの業績は、次のとおりであります。

まず、みがき棒鋼部門におきましては、販売数量は35千トン、売上高は5,530百万円（前年同四半期比7.4％増）

となりました。

次に、冷間圧造用鋼線部門におきましては、販売数量は28千トン、売上高は3,590百万円（前年同四半期比

17.0％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における資産の残高は14,422百万円となり、前連結会計年度末に比べ47百万円減少

いたしました。これは主に、原材料及び貯蔵品が58百万円増加したものの、有形固定資産が21百万円、長期貸付金

が37百万円、繰延税金資産が36百万円それぞれ減少したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における負債の残高は6,622百万円となり、前連結会計年度末に比べ185百万円減少

いたしました。これは主に、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金を含む）が210百万円減少したことによる

ものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は7,799百万円となり、前連結会計年度末に比べ137百万円増

加いたしました。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,101百

万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は441百万円（前年同四半期比107百万円の収入

増）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益274百万円や減価償却費225百万円の計上により資金が

増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は160百万円（前年同四半期比125百万円の使用

減）となりました。これは主に、有形固定資産及び無形固定資産の取得により資金が減少したことによるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は273百万円（前年同四半期比150百万円の使用

増）となりました。これは主に、長期借入金の返済210百万円や配当金の支払54百万円により資金が減少したこと

によるものであります。

 

(4) 経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(6) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種　　　　　類 発行可能株式総数（株）

普　　通　　株　　式 19,344,000

計 19,344,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,091,000 6,091,000
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 6,091,000 6,091,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
－ 6,091 － 1,513,687 － 1,317,207
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

新日鐵住金株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目６番１号 2,035 33.67

株式会社メタルワン 東京都千代田区丸の内２丁目７番２号 315 5.21

伊藤忠丸紅鉄鋼株式会社 東京都中央区日本橋１丁目４番１号 295 4.88

日鉄住金物産株式会社 東京都港区赤坂８丁目５番27号 250 4.14

村岡克彦 滋賀県大津市 244 4.04

永田麻里 横浜市都筑区 187 3.10

佐藤商事株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目８番１号 180 2.98

サンユウ従業員持株会 大阪府枚方市春日北町３丁目１番１号 154 2.55

柏木伸夫 大阪府吹田市 135 2.25

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番１号 110 1.82

計 － 3,906 64.63

　（注）所有株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】
 

平成30年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 46,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,042,800 60,428 －

単元未満株式 普通株式 1,800 － －

発行済株式総数 6,091,000 － －

総株主の議決権 － 60,428 －

（注）「単元未満株式」欄の株式「普通株式 1,800株」には、当社保有の単元未満自己保有株式50株が含まれておりま

す。

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サンユウ
大阪府枚方市春日北町

三丁目１番１号
46,400 － 46,400 0.76

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,093,117 1,101,237

受取手形及び売掛金 ※１ 4,267,755 ※１ 4,213,453

電子記録債権 ※１ 746,345 ※１ 807,177

商品及び製品 1,545,889 1,532,971

仕掛品 205,575 219,706

原材料及び貯蔵品 1,290,440 1,348,502

その他 229,351 205,601

貸倒引当金 △45,852 △39,390

流動資産合計 9,332,622 9,389,260

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,554,280 1,511,713

機械装置及び運搬具（純額） 1,539,177 1,571,750

土地 1,448,032 1,448,032

リース資産（純額） 70,927 61,032

建設仮勘定 17,040 2,000

その他（純額） 66,461 79,845

有形固定資産合計 4,695,920 4,674,373

無形固定資産   

その他 97,651 85,225

無形固定資産合計 97,651 85,225

投資その他の資産   

投資有価証券 72,678 75,262

出資金 76,927 76,927

長期貸付金 48,982 11,950

繰延税金資産 126,853 90,115

その他 18,343 18,986

投資その他の資産合計 343,784 273,241

固定資産合計 5,137,356 5,032,840

資産合計 14,469,978 14,422,101
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※１ 4,898,098 ※１ 4,925,272

短期借入金 200,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 380,000 340,000

リース債務 20,086 15,640

未払法人税等 54,205 59,580

賞与引当金 155,037 156,797

その他 450,841 468,259

流動負債合計 6,158,268 6,165,549

固定負債   

長期借入金 450,000 280,000

リース債務 55,605 49,501

繰延税金負債 18,940 19,725

退職給付に係る負債 60,636 43,289

資産除去債務 64,013 64,043

その他 360 360

固定負債合計 649,555 456,920

負債合計 6,807,824 6,622,470

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,513,687 1,513,687

資本剰余金 1,318,057 1,318,057

利益剰余金 4,848,029 4,983,711

自己株式 △21,367 △21,367

株主資本合計 7,658,407 7,794,089

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 3,747 5,540

その他の包括利益累計額合計 3,747 5,540

純資産合計 7,662,154 7,799,630

負債純資産合計 14,469,978 14,422,101
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 8,220,324 9,120,911

売上原価 7,086,108 7,908,069

売上総利益 1,134,215 1,212,842

販売費及び一般管理費   

運搬費 265,011 277,120

給料及び手当 237,159 243,299

賞与引当金繰入額 57,086 64,597

退職給付費用 9,785 7,278

減価償却費 35,352 42,179

その他 311,184 312,699

販売費及び一般管理費合計 915,579 947,174

営業利益 218,635 265,667

営業外収益   

受取利息 553 187

受取配当金 5,062 18,125

受取賃貸料 16,163 16,792

その他 9,389 3,379

営業外収益合計 31,168 38,484

営業外費用   

支払利息 3,253 2,098

賃貸費用 5,748 6,544

支払手数料 － 14,074

その他 589 1,752

営業外費用合計 9,591 24,470

経常利益 240,212 279,681

特別利益   

固定資産売却益 － 820

特別利益合計 － 820

特別損失   

固定資産売却損 4,269 4,147

固定資産除却損 205 2,239

特別損失合計 4,475 6,386

税金等調整前四半期純利益 235,737 274,115

法人税、住民税及び事業税 37,809 47,299

法人税等調整額 △138,412 36,732

法人税等合計 △100,603 84,031

四半期純利益 336,340 190,083

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 336,340 190,083
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 336,340 190,083

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 776 1,792

その他の包括利益合計 776 1,792

四半期包括利益 337,117 191,876

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 337,117 191,876

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 235,737 274,115

減価償却費 226,797 225,256

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △52,296 △17,347

受取利息及び受取配当金 △5,616 △18,312

支払利息 3,253 2,098

有形固定資産売却損益（△は益） 4,269 3,326

売上債権の増減額（△は増加） △97,430 △6,529

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,165 △59,276

仕入債務の増減額（△は減少） 63,965 63,401

その他の負債の増減額（△は減少） 14,094 11,364

その他 △10,409 △8,748

小計 379,200 469,348

利息及び配当金の受取額 5,667 18,371

利息の支払額 △2,149 △2,002

法人税等の支払額 △48,141 △43,723

営業活動によるキャッシュ・フロー 334,577 441,993

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △202,106 △191,532

無形固定資産の取得による支出 △96,727 △14,750

有形固定資産の売却による収入 212 1,555

貸付けによる支出 △300 △240

貸付金の回収による収入 11,692 44,112

ゴルフ会員権の売却による収入 1,200 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △286,029 △160,856

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 －

長期借入金の返済による支出 △273,700 △210,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △6,832 △8,784

自己株式の取得による支出 △35 －

配当金の支払額 △42,233 △54,231

財務活動によるキャッシュ・フロー △122,801 △273,016

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △74,254 8,120

現金及び現金同等物の期首残高 1,068,549 1,093,117

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 994,295 ※１ 1,101,237
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であった三和精密工業株式会社は、当社を存続会社とす

る吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間

（平成30年９月30日）

受取手形 251,193千円 251,444千円

電子記録債権 69,919 65,931

支払手形 54,926 62,522

 

　　２　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

出資先（借入債務） 35,119千円 43,925千円

 （ＵＳＤ　　330,571） （ＵＳＤ　　386,771）

 

（注）外貨建保証債務は、各決算日の為替相場により円換算しています。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 994,295千円 1,101,237千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 994,295 1,101,237
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 42,312 利益剰余金 7

平成29年

３月31日

平成29年

６月30日

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成30年６月28日

定時株主総会
普通株式 54,400 利益剰余金 9

平成30年

３月31日

平成30年

６月29日

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成30年４月１日　至平成30年９月30日）

当社グループは、みがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線事業の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

１株当たり四半期純利益 55円64銭 31円45銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
336,340 190,083

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
336,340 190,083

普通株式の期中平均株式数（株） 6,044,610 6,044,450

　 （注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

EDINET提出書類

株式会社サンユウ(E01296)

四半期報告書

15/18



（重要な後発事象）

（株式取得による企業結合）

当社は、平成30年11月２日開催の取締役会において、大阪ミガキ株式会社の株式を取得し、子会社化すること

について決議し、同日付で株式譲渡契約を締結し、平成30年11月５日付で株式を取得しました。

（１）企業結合の概要

①　被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：大阪ミガキ株式会社

事業の内容　　　：みがき棒鋼の製造及び販売

②　企業結合を行った主な理由

当社グループは、みがき棒鋼及び冷間圧造用鋼線の製造・加工及び販売を事業としております。

現在、当社は３拠点でみがき棒鋼を製造しておりますが、慢性的な能力不足のため、従来から大阪

ミガキ株式会社に生産を委託し能力不足を補って参りました。

大阪ミガキ株式会社は、みがき棒鋼の製造及び販売を事業としており、現状なお生産余力を保有し

ていることから、今後お客様に対する当社の供給責任を充分に果たしていく為には、同社の余力を最

大限に活用することが必要であると考え、今般同社子会社化を実施するものであります。

③　企業結合日

平成30年12月31日（予定）

④　企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

⑤　結合後企業の名称

大阪ミガキ株式会社

⑥　取得した議決権比率

52％

⑦　取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

（２）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

株式譲渡契約の定めにより、守秘義務があることから非開示とさせていただきます。

（３）主要な取得関連費用の内容及び金額

現時点では確定しておりません。

（４）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

（５）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 
 
    

   平成30年11月13日

株式会社サンユウ    

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任 あずさ監査法人  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 中畑　孝英　　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 堀　　重樹　　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンユ

ウの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンユウ及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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